







































本研究で調製した CNT触媒と調製方法を図 1に示す。原料の CNTはチューブの末端が
間環しており，そのままではCNTの内部にコバルトを含浸させるのは不可能なため，硝酸処
理を行し、開環させてからコバルトを担持させた。 CNT担体と触媒の比表面積，締孔容積，締











COOH OH HOOC 
???。?????
? ?


















14.3 1.20 166.7 CNTs 
8.8 0.48 109.3 IC-A 
5.2 0.55 212.7 IC-AT 
7.2 0.32 89.2 Co/OC”A 
5.2 0.44 166.7 Co/IC-A 
7.1 0.49 136.8 Co/Out・ IC”AT 
5.4 
a: 10wt% Co was loading. 
0.48 179.6 Co/IC-AT 
13 
































触媒 co転化率（%） 選択率（%） α 
CH4 C02 c5+ 
Co/CNTs 90.2 6.8 7.2 79.6 0.75 
Co/OC-A 56.2 31.3 6.2 53.3 0.53 
Co/IC-A 92.8 23.5 17.9 64.7 0.76 
Co/Out”IC‘AT 53.8 23;8 23.8 64.6 0.72 
Co/IC-AT 95.8 20.3 12.9 71.3 0.83 
10wt% Co; 260 °C; 1.0MPa; H2/C0=2; W/FヒlOgh/mol
3 プロジェクト成果
以上述べてきたように， CNTを担体として用いた FT合成触媒の開発に成功した。コバ
ルト粒子をチューブ内部に担持させた触媒は外部に担持させた触媒よりも co転化率が著し
く高く，活性の高い触媒であることが分かつた。 CNTを担体とした触媒開発の報告はまだあ
まり多くなく， eこの研究により CNTが触媒調製の担体として大きな可能性を持つことを明ら
かにした。この研究をさらに発展させるため，外部資金の導入により研究をさらに推進させ
る予定である。
4 プロジェクト成果の応用・効果・構想
今回開発したCNT触媒により，合成ガスから液体燃料を合成できる高性能触媒の開発に成
功した。現在，非食料バイオマスからの石油代替液体燃料の製造が注目されている。この方
法のーっとして発酵法によるアルコール製造が考えられているが，システムの効率が悪く発
酵にも時間がかかるため，実用化にはほど遠い。しかし，バイオマスをガス化して合成ガス
にしてから，触媒反応システムにより液体燃料の合成ができるため，効率よく速やかに液体
燃料の合成ができる優れたシステムである。これらの触媒システムをさらに良いものにする
ためにはまだ時間がかかると思われるが，石油代替効果が高く炭酸ガスを排出しないとされ
ているバイオマスから，合成ガスを経由して液体燃料を直接合成することは，ビジネス的に
も大変有意義である。，環境とエネノレギー両方ともに大きな市場が見込まれる。
